
ミ ジン＝了急′性遊泳阻寄書式確舞系吉＝果（予備言式験〉  

供試物質名  
試験実施期間  
試験機開名  
濃度公比  

ペンタクロロフェノールナトリウム  
4年10月15日 ～  

北九州市環境衛生研究所  
10  

4年10月16日 （1日間）  

物質  PH  DO（mg／L）   遊泳  
区分   浪度  阻害数   観察事項、PH変動の理由  
mg／L   数  ％  

対照   
7．8  7．8  8．8  7．8   

0．1   7．9  7．8  8．6  7．8   

2   

7．9  臥0  8．6  8．0   

3   

10   7．9  8．0  8．6  8．0   

4   

田  7・9l8・0   8．6  8．0   

ミジンコの遊泳に対する影響が観察されない強度   0．1  mg／L   

ほぼ100％のミジンコに遊泳阻専が観察される濃度   1．0  爪g／L   

【本試験の設定浪度及び設定根拠】  

設 定 濾 度 区 （mg／L）  設  定  根  拠  
公 比  

2   3   4   5  予備試験の結果より、EC50俵は0．1～1．Omg／1の範閏にある  

と考えられるので、本試験では0．1mg／1を最低濃度、1．Omg／1を   

最高濃度とした。   
1．8   0．1  0．18  0．う2  0．56   1．0  
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ミ ミノン＝プ急ノ性遊泳阻害言式確灸系吉果（本言式駿（≡：）〉  

供試物質名  
試験実施期間  
試験機開名  
演度公比  

ペンタクロロフェノールナトリウム  

4年 10月22日 、  

北九州市環境衛生研究所  

1．8  

4年10月2∋日 （ 1日間）  

物質  PH  DO（mg／L）   遊泳粗音数   

渦度  旦  

mg／L   計  0／ ／0   pH変動の理由  

7．7   7．7  8．0  7．9  

2    7．7   7．7   7．9  7．9  

3    7．7   7．8  7．7  7．9  

4    7．7  7．7  7．9  7．9  

7．7   7．7  7．9  7．9  

2    7．7  7．7  7．9  7．9  

0．1   

3    7．7  7．7  7．9  7．9  

4    7．7  7．7  7．9  7，9  

7．7  7．8  7．8  7．9  

2    7．7  7．7  7．8  7．9  

0．18   

3    7．7  7．8  7．8  7．9  

4  50  7．7  7．7  7．  7．9  

口  四  7．7  7．7  7．7  7．8  田   
2    7．7  7．7  7．8  7．8  

l〕．う2   

3    7．7  7．7   7．8  7．8  

4    7．7   7．7  7．7  7．7  

口  四  7．7  7．8  7．7  7．6   

2    7．7  7．8  7．7  7．6  

0．56   

〕    7．7  7．8  7．7  7．6   

4    7．7  7．8  7．7  7．6   1   

7．7  7．8  7．7  7．8  

2    7．7  7．8  7．7  7．8  

l．P   

∋    7．7  7．8  7．8  7．7  

4    7．7   6   80  
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ミ ジン＝7急イ生遊泳阻専言式馬女系吉果（本試馬夷（：喜））   

供試物質名：ペンタクロロフェノールナトリウム  

試験機関名：北九州市環境衛生研究所   

【ミジンコに対する影響】  
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ミ ジン＝プ急ノ性遊泳阻害試堵灸系吉＝果（予備試験）   

2．6－ジクロロトルエン  
4 年11月17日 ～  4 年11月18日 （1日間）  

北九州市環境挿生研究所  
10  

供試物質名  
試験実施期間  
試験紙開名  
濾度公比  

物質  PH  DO（mg／L）   遊泳  

漉度  阻害数   親祭事項、1：〉H変動の理由  

mg／L   数  0／ ／0  

7．8  7．8  8．7  8．5   

7．8  7．8  8．7  8．4   

lD．l  0．1  7．8  7．8  8．7  臥4   

7．8  7．8  8．7  8．5   

7．8  7．8  8．7  8．5   100  

100  100  7．8  7．8  8．7  8．7   

コの遊泳に対する影響が観察されない洩度   0．1  mg／LL   

00％のミジンコに遊泳阻嘗が観察される浪度   10  pg／L   

【本試験の設定濃度及び設定根拠】  

設 定 膿 度 区 （mg／L）  設  定  根  拠   

2   3   4   5  予備試験の結果より、EC50値ほ1一－10mg／1の間にあると  
予想されるため、本試験の最高膿度を10mg／1、最低濃度を1   
爪g／1とした。   

1．8  3．2  5．6  10  
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ミ ミノン＝フ急ノ性遊泳阻青試馬灸糸吉果（本試馬粂（：≡））  

供試物質名  
試験実施期間  
試験機瀾名  
浪度公比  

2，6－ジタロロトルエン  

4年11月26日 、  

北九州市環境衛生研究所  
1．8  

4 年11月27日 （1日間）  

物質  pH  DO（mg／L）      阻青率  
区分   過度  量  

mg／L   計   ％   pH変動の理由  

7．6  7．7   9．0  臥8   

2    7．6  7．7   9．0  8．8  

助剤   
3  7．6  7．7  9．0  8．8   

4  50   7．6  7．7   9．0  8．8  

7．5  7．7   9．0  臥8  

助刑  2    7．5  7．7  9．0  8．8  
100  

対照   3    7．5  7．7  9．0  8．8  

4    7．5  7．7  9．0  8．8  

7．6  7．7  9．1   8．8  

2    7．6  7．7  9．1   臥8  

3    7．6  7．7   9．1  8．8  0  

4    7．6  7．7  9．l   8．8   

7．6  7．7  9．1  8．9  

2    7．6  7．7  9．1   8．9  

2  1．8  18  16   80   

3    7．6  7．7  9．1  8．9   

4    7．6  7．7  9．1   8．8  

50  7．6  7．8  9．1   8．8  

2    7．6  7．8  9．1  8．8  

3  う．2  

3    7．6  7．8  9．1   8．8  

4  7．6  7．8  9．1   8．8  

7．6  7．8  9．1   8．7   

2    7．6  7．8  9．1   8．7  

4  5．6  56  100  

3    7．6  7．8  9．1   8．7   

4    7．6  7．8  9．1   8．7   

7．6  7．8  9．1   8．8   

2  7．6  7．8  9．1   8．8   

5   

3    7．6  7．8  9・18・8  

4    7．6  7．8  9・1 8・8  
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ミ ミノン＝プ急′性遊泳阻寄試験糸吉果（本試験②）  

供試物質名  
試験実施期間  

試験横間名  
演度公比  

2－ 6－ジタロロトルエン  
4 年12月 1日 ～  

北九州市環境衛生研究所  
1．2  

4 年12月 2日 （1日間）  

2  7．7  7．8  8．1   7．8   

3  1．4  

3  7．7  7．8  8．1   7．8   

4  7．7  7．8  8．1   7．8  

7．7  7．8  8．1   7．8   

2  50   7．7  7．8  臥1   7．8  

4  1．7  17  6   

∋  7．7  7．8  8．1   7．8  

4  7．7  7．8  8．1   7．8   

7．7  7．8  8．1   7．7  

2  7．7  7．8  8．1   7．7  

5   

3  7．7  7．8  8．1   7．7  

4  7．7  7．8  臥1   7．7  
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ミ ミノン＝プ急′性遊泳阻害試験糸吉＝果（司丈試巧粂）   

供試物質名 ：2，6－ジタロロトルエン  

試験機開名 ：北九州市環境衛生研究所   

【ミジンコに対する影響】  
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ペンタクロロフェノ ールナトリウム  

阻害率 ％   

0．1  

COnCentration（mg／1）  

図1－1各濃度の遊泳阻害率（EC5。）  
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2， 6■－ジクロ．ロトルエン  

阻音率 ％  

l
 
 10   

COnCent「ation（mg／1）  

各濃度の遊泳阻害率（EC5。）  
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ミジンコ裏革殖言式培灸系吉果 （：三）   

供試物質名：2，6－ジクロロトルエン  

試験実施期間：  5年 2月 8日 、  5年 3月 1日  
試験栂間名：北九州市環境衛生研究所   

【繁殖試験の設定濃度及び設定根拠】  

設 定 濃 度 区 （喝几）  設  定  根  拠   

2   3   4   5  急性遊泳阻青試験の結果、24時間後のEC50値は1．餌g／1であった。  
生態影響試験法に規定されたとおり、これを最高濃度として5段階の強度   

を設定した。   
0．18  0．う2  0．56  1．0  1．8  

‘【pH及び溶存酸素温度（DO）】  No．1  

物質  日  数  pH変動理由  
強度  

mg／L   

換水前   8．う  8．0  8．1  8．0  8．l  8．0  8．0  8．1  8．0  7．9  7．9  
pH  

7．7                            換水後   7．9  7．8  7．7  7．7  7．6  7．7  7．7  7．7  7．8  7．6  

換水前  8．9  8．7  8．7  8．4  8．2  7．9  8．5  8．1  7．9  8．4  8．2  
♪0  

換水後  8．6                              8．4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．5  8．8  8．9  9．0  

換水前   8．う  8．0  臥1  8．0  8．0  8．0  8．0  8．0  8．0  7．8  7．9  
pH  

7．7                            換水後   7．9  7．8  7．7  7．7  7．6  7．7  7．7  7．7  7．8  7．6  

2  

換水前   8．9  8．8  8．7  8．う  8．2  8．2  8．4  8．0  7．8  8，2  8．2  
DO  

8．6                            損水後   8．4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．5  8．8  8．9  9．0  

換水前  8．う  8．1  
pH  

換水後  7．7     7．8   

3  

換水前   9．0  8．8  8．6  8．う  8．1  8．2  8．1  8．0  7．9  8．1  8．2  
DO  

8．6                            換水後   臥4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．5  8．8  8．9  9．0  

換水前   8．う  8．1  8．2  8．0  8．0  8．1  8．1  8．0  8．0  7．8  7．9  
pH  

7．7                            換水棲   7．9  7．8  7．7  7．7  7．6  7．7  7．7  7．7  7．8  7．6  

4  

傾水前  8．9  8．8  臥6  8．う  8．1  8．0  8．1  7．8  臥0  8．0  8．2  

DO  

損水棲  8．6                              8．4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．5  8．8  8．9  9．0  
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【pH及び洛存酸素濃度（DO）】  No．2  

物質  日  数  pH変動理由  

区分   強度  
mg／L   

換水前   8．う  8．0  8．0  8．0  7．9  8．0   8．0  8．0  7．9   7．8   7．8  
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【pH及び溶存酸素濃度（DO）】  No．3  
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【pH及び溶存酸素浪度（DO）】  No．4  

物質  日  数  pH変動理由  
区分   温度  
mg／L   

換水前   8．0  8．1  7．9  8．0  8．1  8．1  
pH  

7．7                             換水後   7．9  7．7  7．7  7．7  7．6  

換水前   9．0  8．9  8．9  8．4  8．5  8．6  
DO  

8．7  

換水前   8．0  8．1  7．9  8．0  8．1  8．1  7．9  7．9  
pH  

7．7                             換水後   7．9  7．7  7．7  7，7  7．6  7．7  7．7  

2  

換水前   9．0  8．9  9．0  臥5  8．6  8．6  8．7  8．8  
DO  

8．7                             換水後   8．4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．4  

4  1．0  

換水前   8．0  8．1  7．9  8．0  8．1  
prt  

7．7                             換水後   7．9  7．7  7．7  7．7  

3  

換水前   9．0  8．9  8．9  8．6  8．6  
DO  

8．7                             換水後   8．4  8．9  8．2  8．う  

換水前   8．0  8．1  8．0  8．0  8．1  8．1  7．9  
pH  

7．7                             換水後   7．9  7．7  7．7  7．7  7．6  7．7  7．7  

4  

換水前   8．9  8．9  8．9  8．5  8．7  8．6  8．9  
DO  

8．7                             換水練   8．4  8．9  8．2  8．う  8．う  8．8  8．9  

換水前   8．0  8．1  
pH  

7．7                             換水後   7．9  7．7  

換水前   8．9  8．9  
DO  

8．7                             換水練   8．4  8．9  

換水前   7．9  8．1  7．9  8．0  
pH  

7．7                             換水後   7．9  7．7  7．7  

2  

換水前   8．9  8．9  9．1  8．0  
DO  

8．7                             換水後   8．4  8．9  8．2  

5  1．8  18   

DO   

臥7   
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ミミノン＝コ粥清拭験姑＝果 ②   

供反物＃毛：2．6－ジクDロトルエン  
封真美施機内：北九州市環壌1抗生研究所  No．l  

4   

仔   
産仔事  

合 計  8  8  8  8  8  8  8  0  甲  8  D  せ  恭  19  田  ○  24  n  36  d2  5  弐対  

産 仔 串  2．56  ま～．7l                                                                                 l．8  3．13  2．38 T．88   l．8  3．8  1．38  1．5  5．25  8．63  ／   
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ミ≦ノン＝Iま考罰亡ま式穫臭結果 く2）   

憬棚毛：2．6－ジクロロトルエン  
試l蔓菓馳機関：北九州市環填補生研究所  N。．2  
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ミシアン＝コ輔弼i試取繕果 くZ〉   

供三式物賞毛：2．6－ジクロロトルエン  
昆城実施機内：北九州市環嬢補生研究所  No．3  

物欄  日  払  
圧力   濠度  

Wし   l  2  3  1  5  6  7  8  9  沌  ‖  12  ロ  】1  15  16  17  柑  19  2B  21  引   

生存級  柑  沌  柑  9  9  8  7  7  7  T  T  7  7  7  7  6  6  5  5  S  5  
洩  

4  

d  

捌  
産仔事  

合引   

1   

7  0  

l▼                u  



ミミノン＝コ毒箱押撒結果 ②   

仇試物償毛：2．6－ジクロロトルエン  
諷l甜閃：北九州市場壌術生研究所  No．4  
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ミ ミノン＝了真冬殖試験系吉果  ③   

供試物質名 ：2，6－ジタロロトルエン  
試験機関名 ：北九州市環境衛生研究所   

【初産までの日数】 各濃度区の試験寄書言問の均一性の解析結果  

分  物質浪度  1  連   2  連   3  連   4  連   平  均  

mg／L   mg／L  

照   8   8   8   8．25   

り対照   18   8   8   8   臥25   

0．18   1．8   9   9   9．5   

2   0．う2   う．2   10．75   

3   0．56   5．6   ‘14   

4   1．0   ＞21   ＞21   ＞21   ＞21   ＞21   

5   1．8   18   ＞21   ＞21   ＞21   ＞21   ＞21   

【累積産仔率】各濃度区の試験容器間の均一性の解析結果及び対照区との平均値の差の検定結果  

●分  物質濃度  

mg／L   mg／L   解析結果   

照   う8．86  う9．81  4う．2  う6．2う  う9．5う   2．88  等分散  

J対照   18  29．75  うぅ．15  40．9  う2．71  う4．6う   4．7う  等分散  無   

0．18   1．8  4う．2う  う4．6  う7．7  う6．2  う7．9う   う．75  等分散   無 （   ）   

2   0．う2   う．2  29．9う  42．27  うう．98  う0．6  う4．20   5．67  等分散  無 （   ）   

3   0．56   5．6  う．66  9．02  7．58  2．47  5．68   う．12  等分散   有 （   ）   

4   1．0   有 （   ）   

5   1．8   18   0   0   有 （   ）   

【親ミジンコの遊泳阻害数及び阻害率】  

分  物質  遊 泳 阻 害 数 （阻 寄 率 ％）  
過度  
mg／L   7日   14日  終了時（21日）   

照   田  四  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  1（2．5）  う（7．5）   6（15）   

リ対照   田  18  四  0（ 0）  0（ 0）  1（2．5）  6（15）  8（20）   8（20）   

0．18  1．8  四  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  0（ 0）  1（2．5）   う（7．5）   

2   0．う2  う．2  四  0（ 0）  う（7．5）  う（7．5）  う（7．5）  う（7．5）   5（12．5）   

〕   0．56  5．6  四  0（ 0）  0（ 0）  う（7．5）  1う（う2．5）  15（う7．5）   2う（57．5）   

4   1．0  四  四  5（12．5）  5（12．5）  15（う7．5）  う5（87．5）  40（川0）   40（100）   

5   1．8  18  田  25（62．5）  22（57．4）  う7（92．5）  40（100）  40（100）   40（100）   
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ミ ジン＝了雲海夕直試験系吉果 （三D   

供試物質名 ：2．6－ジタロロトルエン  
試戦機開名 ：北九州市環境循生研究所   

【ミジンコに対する影響】  

遊泳阻専   24時間   ‘48時間   96時間   7日   14日   終了時（21日）   

EIC5。値   1．6 mg／L   2．O mg／L   1，O mg／L   0．6う mg／L   0．57 mg／L   0．47 mg／L   

95！i  ク、姫く一、＿   叫1く～   打門く～   町律＜－   げ＿げく、   仇l巨ぐ～   

信頼限界   く㌻官1   くブタ、D   ∠ノ、占て   く♂、りつ   く）、可   く♂、官う   

，井出方法  7●ロヒ■ット法   70ロビー沖法   70批■ワト法   フ○ロヒ■ワト法   7●耽てワト法   70ロヒ′ワト法  

Yer．う．1   Ver．う．1   Ver．う．1   Ver．う．1   Ver．）．1   Yer．う．1   
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2，6－ジクロロトルエン  

∑F／P （％）  
58  100  

濃度  

（mg／1）  

図2 濃度別累積産仔数（∑F／P）の平均値及び有意差  

（＊ 
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5．その他、特記事項  

（1）2，6－ジクロロトルエンの急性遊泳阻等試験について   

まず初めに生態影響試験法に指定の通り、公比1．8の濃度段階で試験を行ったが、わずかに   

鴻度が違うだけでも遊泳阻啓率に大きな差が見られたため、公比を1．2とさらに細かくして再   

試験を行った。なお、EC5。値はこれらの試験データを両方とも考慮して求めたものである。  

（2）揮発性物質について   

今回試験を行った2，6－ジクロロトルエンは揮発性の化学物質である。揮発性物質の試験に   

おいてほフラン瓶のような密閉式のガラス容器を用いることが望ましい。しかしながら、容器の  

口が小さいため、そのままではミジンコのカウントほ不可能であり、カウントの際にはミジンコ   

の入った試散水を別の容音別こ移さなければならない。また、カウントによって減少する試験水の   

補給のため毎日飼育水を調整する必要がある。これらの煩雑な操作をう0憫近いビーカーに対して   

行うことは試験担当者にとって非常な負担である。このような理由から、今回は通常通りビーカ   

ーを用いて解放系で試敏を行った。  

（3）水に難港の物質について   

水に難溶の物質についてほ、いかに均一に水中に分散できるかによって試敬の値が大きく変わ   

ってくる。これには適切な溶解補助剤を選択する事が重要となる。助剤としては通常DMSOを   

用いることとなっているが、ジクロロトルエンについてはDMSOを用いてもほとんど分散せず、   

滴状になって容器の底に沈降した。そこでツイーン80を助剤としたところほぼ均一に分散させる  

ことができた。ツイーン80ほ、DMSOよりも魚に対する毒性が弱いというデータがあるので使  

用したのだが、今回のミジンコ繁殖試験においては、助剤BLの親ミジンコの死亡率がやや高い   

結果となった。これがばらつきの範囲なのか、助剤にわずかではあるが毒性があるためなのか、   

今後検討していく必要があるだろう。  
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魚美白急一l当三毒七生言式験  

1．供試物質の概要  

2．供試魚の概要  

及び  

名   ヒメダカ ＝吐血幽）   

釆  市販・入手先名称：熊本県玉名郡長洲町梅田 村木養魚場  
T軋 0968（78）0845   

方法  馴致結果：訓致中14日間における死亡率は2％以下であった。  
餌の種類：テトラミン  量：0．3～0．4g／回 給餌頻度：1   

本庄   2．0± 0．2cl‘n（Il＝22）  平均体重   0．069±0．022g（   

3．試験条件  

1宇  21±  1℃  

供給源   脱塩素水道水  

水 質   PH：6．9  Ca／Mg比：3．8  Na／K比：9．5  

硬度：65  アルカリ度：4．8  

その他：  

水質測定年月日： 平成4年12月17日   

－8－  
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試験溶液  状 態   100ppmではビーカーの底に油状となって沈澱する。  

保管方法  シ’メチルルホキシド（DMSO）を用いて36mg／ml液を作成し、冷蔵庫保管。  

調製方法  DMSOを用いて希釈（公比1・8）後、希釈水1Lに0．5一口l添加した。   

飼育方法  半止水式 2Lビーカーを用いた。ビーカーをパラフイルムで覆った。  

半止水式の場合   換水方法：全量   頻度：24時毎  

流水式の場合  供試物質供給システム：  

流速：  清掃の頻度：   

光 源  蛍光灯・照光周期：ユ4時間明10時間暗で行った。   

4．試験結果  

－9－  
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魚実員急■l当三毒・1生試賜金糸善果 （予有持試精兵）  

供試物質名：2．6－ジクロルトルエン  
試験実施期間：平成4年10月19日 ～  
試験実施機関：長崎県衛生公害研究所  
濃度公比 ：10  

平成4年18月 23日 （5日間）   

溶液  24時間  48時間  72時間  96時間  
区分 缶  

供試  pH  DO  生存  pH  DO  生存  pH  DO  生存  pH  DO  生存  pH  DO  
L  mg／L  mg／L   mg／L  数  mg／L  放  mg／L  数  mg／L  数  mg／L   

7．0  7．3   7．4  7．3   7．2  7．5   
対照  口  n  田  田  6．9  9．6  6      5      巳  7．0  6．7  

6．9  9．2  7．1  9．2  7．0  9．3   

肋剤  7．0  7，3   7．4  7．4   7．2  7．5   

対照  口  1100    6．9  9．6  7．0  6．8  

7．0  9．3  7．1  9．2  7．0  9．3   

7．0  7．1  7．6   7．1  7．4   
0．1  1100    7．0  9．6  7．2  6．5  

6．9   7．0  9．2  7．l  9．3   

7．1  7．0   7．1  7．6   7．2  7．5   
2   1．0  1100    7．0  9．6  7．Z  6．8  

7．0  9．3  7．1  9．2  7．2  9．3   

7．2  7．4   7．2  8．9  
3   10  1100    7．0  9．6        0  

7．0  9．3  

7．2  8．7  
4   100  1100    7．0  9．6  

100ppm：1時㈲後   
死亡。   

観察事項、prI変動の理由  休表が溶   
ける。  

＊  供試物質浪度を測定した場合、その他を（）の中に入れて物質濃度棚に記入すること。  
＊＊ pH．DOは上段に換水糾、下段に換水後の測定値を記入すること。  

後  1．0打嶋／L   

後  10n唱／L   

試験開始  

試験開始  

【本試験の設定濃度及び設定額拠】  

設 定 調 度 区 （mg／L）  設 定 椴■ 拠   

2   3   4   5   

予備試験の結果より   

1．7  3．1  5．6   18   

一10－  
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魚渠貢急■Iご上帝■l当三言式場爽轟善果 （本試験①）   

供試物質名；2．6－ジクロルトルエン  

試験実施糊閤：平成4年10月 26日 ～  平成4年10月 30日 （5日間）  
試験実施機関：長崎県衛生公酋研究所  
渦度公比 ：1．8  

溶液  試験開始時  24時間  48時間  72時間  96時間  
区分   史  

供試  pH  DO  生存 pH   DO  生存  pH  DO  生存  pll  DO  
L   mg／L  数  mg／L  紋  mg／L  数  mg／L   mg／L   

7．1  5．g   6．9  5．4   7．0  6．Z   
対照  口  0  0  10  6．9  9．1  四      10      10  6．9   5．5  

7．0  9．1  7．0  8．9  6．9  8．9   

肋刑  7．1  5．6   6．9  5．1   6．9  5．6   
対照  口  n  550  田  7．0  9．1  田      10      10  6．9   5．8  

7．0  9．1  7．1  8．9  6．9  8．9   

7．1  5．3   7．1  5．1   6．9  4．9   
1．7  550    7．0  9．1        10      10  10  7．0   5．5  

7．1  9．1  7．1  9．1  7．1  9．0   

7，0  5．7   7．1  5．6   6．9  5．5   
2  3．1  550    7．1  9．0  10      10      10  10  7．1   5．7  

7．0  9．1  7．2  9．1  7．1  g．0   
1   

7．0  5．6   7．0  5－8   7．0  6．1   
3   5．6  550  10  7．2  9．0  10      9      8  8  7．1   6．2  

7．1  9．1  7．2  9．1  7．1  9．0   

7．0  5．5   7．1  6，9   7．0  8．3  
4   10  550  10  7．2  9．0              0  

7・I  9．1  7．2  9．1  

7．2  8．0  
5   18  550  10  7．2  9．0  

10ppm：動きが少し    10ppm：2匹は浮い    5．6pp打l：表面に浮    3．1ppnl：動きが鈍  
鈍い  た状態  き動きがない  い  

観察事項、pH変動の理由  休表の変化はみら  1．7ppm：元気   
れない  く余り動きが悪い  

3．1ppm：以下は元  
気  

＊  供試物常濃度を測定した場合、その偵を（）の中に居れて物質漉度棚に記入すること。  
＊＊ pH，Doは上段に換水前、下段に換水彼の測定値を記入すること。  

－11－  
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魚楽員急′I生専一l生言式精兵結果（本冨式験②）   

供試物質名：2．6－ジクロルトルエン   

試験実施機関：長崎県衛生公害研究所   

【魚顆に対する扁壬暫】  

物質濃度肋剤洩度  各観察時における 累積死亡率  
区 分  

mg／L  mg／L  24時間   48時間   72時間   96時間   

対 照  0   0   0   0   0   

肋剤対照  0   550   0   0   0   0   

1．7   550   0   0   0   0   

2  3．1   550   0   0   0   0   

3  5．6   550   0   10   20   20   

4  550   50   80   100   100   

5  18   550   100   100   100   100   

死亡率100％  mg／L  18   18   10   10  
わ最低濃度（mmol／L）  

mg／L  5．6   3．1   3．1   3．1   
の最高濃度  （mmol／L）     （ 3．5×10‾2 ）  （1．gXlO‾2 ）  （1．9×10‾2 ）  （ 1．9×10‾2 ）   

mg／L  10   7．9   6．4   6．4   
（mmol／L）     （ 6．2×10‾2 ）  （ 4．9×10‾2 ）  （ 4．0×10‾2 ）  （ 4．0×10‾2 ）  

9 5 ％信頼限界  8．1＜21．0   6．5＜10   5．6＜7．8   5．6＜7．8  

算 出 方 法  

円  

プロビット法ver．3  プロビット法ver．3  プロビット法ver．3  プロビット法ver．3   

－1Z－  
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